「この国の計画のかたち・人材・連携を考える」小委員会に寄せて
東京工業大学　藤井　聡
（全体を通して）

- この資料は，個別の道路や都市交通，特定地域の計画などのそれぞれの領域・現場での「計画のあり方」をそのまま論じようとするものではない．そうした具体の議論は，具体の現場でなすべきものであって，ここで論ずるものではないのではないかと考えた．

- ついては，そうした想定の下，ここでは，それらの計画のプランニングに携わった話者の経験を踏まえ，それらの諸事例を解釈し，それらの中で共通する部分を抽出して論じようとするところである．


計画の有機性

「計画」　＝　植物のような自然物

それ故，完全に設計することはできない．

ただし，「育てること」はできるもの．

（発表者からの補足説明，および，それに続く議論）

- 以上の発想は，プラトン，ヒュームやバーク，スペンサーやハイエクといった伝統的知識人達の議論である．そのあたりの詳細は，別紙の計画学研究発表会の講演集議論，あるいは，その元になる，書籍「紛争と法律」を参照されたい．


どうやって育てるか？

・対象の現状と歴史に対する，深い理解が不可欠
（これを持つのは，結局は，官僚のみか？）

・「意図」を持つことが不可欠　（子を育てる親と同様）

- その「意図」は，「理想についての思想」からしか抽出され得ない
（計画学は，これを提供できるのでは？）

- そして，その「意図」は，「活力」，がなければ，強いものとならない
（土木学会は，これを活性化する活動ができるのでは？）

→　「意図」という言葉は，「悪意」という意味に誤解されることもあるかもしれない．が，ここでは，哲学用語としての，人間の自由意志を含意する“intentionality”（意図性）という言葉を援用し，意図，という言葉を用いているものであり，かつ，ここでは，利己的な意図や，悪意を意味するものではなく，「公共的な意図，あるいは，善意」を意味するものとして意図という言葉を用いている．
→　一体誰が，「対象の現状と歴史に対する，深い理解」を持ちうるのか，という点については，議論の余地があろう．ついては，行政において計画に携わる人々が，現状における他省庁，他部署，他法制度との関連のみならず，当該計画の歴史・経緯を組織的に記憶しておく装置・仕組みが必要であろう．
以上
